
一年で一番寒い季節。一面真っ白

の屋外展示場に太陽の光が差し込

む様子は、この季節ならではの美し

さがあります。屋外展 

示場の雪の上には 

動物の足跡も。 

カモシカ？ ウサギ？ 

それとも・・・？？？ 

さて、企画展示室では、2 月 5 日（火）から、美術館収蔵作品（コレクション）に

よるテーマ展「色を感じてみようー美術作品から知る色彩効果」が始まりま

す。日常生活に欠かせないものでありながら、深く接する機会が少ない「色」。 

この展覧会では、画面上に用いられている色や配色の種類に沿って作品を

分類展示し、当館の収蔵品を通して色が持つ性質や色が与える印象などに

ついて紹介します。あなたは何色が好きですか？ その色は作品のなかではど

のように使われているでしょうか？ ぜひ、展示を見ながら「色」について考え

てみてくださいね。 

ホールでは、今年度に当館で開催した展覧会ポスターを紹介します。また、展

望デッキは、冬の日差しでポカポカと暖かく、眺めも良いので絵本を読んだ

り、お茶を飲んだりとゆったりと過ごすのにも最適です。美術館で気分をリフ

レッシュしてみませんか。２月１０日と３月２日には、ホールで「手づくり講座」を開

講します。昨年人気だったこの講座、今年は、「フェルティング」と「豆巻物」に

挑戦します。みんなで手づくりを楽しみましょう。 
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色を感じてみよう ―美術作品から知る色彩効果 

会    期：2008 年 2 月 5 日〔火〕～３月 9 日〔日〕 

開館時間：午前 9 時～午後 4 時（入館は午後３時３０分まで） 

休 館 日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合翌日） 

観覧料金：一般２００円／大・高生１００円／中学生以下無料 
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みんなで一緒につくろう！  手づくり講座参加者募集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

色を感じてみよう－美術作品から知る色彩効果

会 期：平成２０年２月５日（火）－３月９日（日） 
 
日常生活を取り囲むたくさんの色。あなたは何色が好きですか？ 

私たちは普段何気なく色に接していますが、色は見る者に対して様々な連想や

感情を呼び起こし、心理的効果を及ぼします。下の作品をご覧下さい。 

 

 

 

          

■             ■           ■           ■ 

それぞれの作品に使われている色からは、違った印象を受けるはずです。硬い

感じがする作品はどれですか？ 力強い感じを受けるのは？ 涼やかな感じがす

るのは？ 見ていて安らぐのは？ 

また、一つの色が持っている性質だけではなく、色が組み合わされることによっ

て派手に見えたり、優しげに見えたり、賑やかに見えたり、穏やかに見えたりと、

より多彩な印象を与える効果もあります。 

 

 

 

 

           ■■■                    ■■■ 

どの色からどんな印象を受けやすいのか、どのような組み合わせがどのような

心理的効果を与えるのか、当館の収蔵作品を通してお楽しみ下さい。 

＊ 2 月１０日（日） フェルティングでつくるメッセージタグ 

＊ 3 月 2 日（日） 豆巻物（まめまきもの）をつくろう 

羊毛や毛糸を専用の針で刺してメッセージタグをつくる講座と忍者が持っていたかのよ

うな手のひらサイズの小さな巻物をつくる講座を行います。一緒に手づくりしませんか。 

 

日時：2 月 10 日(日)【フェルティング】 

3 月 2 日(日)【豆巻物】 各回とも 13：30～15：30

場所：石神の丘美術館ホール 

材料費：各回とも 500 円 

募集人数：各回とも 10 名（予約優先・先着順）  
※お子さんは大人の方と一緒に参加してください※2/１０の回

は小学校高学年以上向きです※参加を希望する方は、美術

館受付に直接または電話で申し込みください 

【石神の丘美術館 ℡/ 0195-62-1453】
 
 

Restaurant Ishigami-no-oka

冬のコース料理 
〈食前酒 or ソフトドリン

ク〉〈オードブル〉菜彩

鶏のグリル〈スープ〉ズ

ワイガニのロワイヤル 

〈魚料理〉スズキと黒内豆腐のベニエ〈肉

料理〉やまと豚のロールキャベツ〈サラダ〉

〈パンor ライス〉〈デザート〉春みどりのロー

ルケーキと南瓜のアイスクリーム〈コーヒー

or 紅茶〉    ￥３，１５０(税込) 

コース料理は、完全ご予約制となっております 

ご予約・お問合せは、上記電話番号まで 

 

    ２月１２日(火)～２４日(日) 

    １０：３０～１５：００まで 

 お食事の方はサラダ食べ放題 
 

 

産直おすすめ 郷土の食卓 

寒い季節のお楽しみ
「凍み豆腐」、「凍み大

根」、「ほし菜」・・・産直に

は、寒い季節ならではの食

材がそろっています。煮汁

をたっぷり含んだ「凍み豆

腐」や「凍み大根」、冬の

定番「ほし菜汁」はホッと 

する美味しさですよね。 

保存食として、また冬場の野菜不足を

補うため大切にされてきた郷土の味。季

節や地域を問わず、なんでも手に入るよう

になった今だからこそ、改めて私たちの地

域や風土に根ざした食材や食べ方を見

直し、継承していきたいものですね。 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600 まで 

 

美術館ホールでは２つの小さな展覧会が開催中です 
★今年度当館で開催した展覧会のポスターを展示・紹介し活動を振り返る★ 

「石神の丘美術館 展覧会ポスター展」 
★来館した方に切り紙で雪の結晶をつくっていただき、ガラス窓に展示する★ 

「世界にひとつだけの雪」 
どちらも観覧・参加無料です。眺めの良い展望デッキもありますよ。 

 


